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    第２８８号 

令和 5年 2月 1日発行 

森林ボランティア 

     フォレスターうじ 

 

一
月
特
別
活
動 

市
役
所
北
玄
関
の
「
門
松
」
を
撤
去 

活
動
日 

 
 

一
月
六
日
（
金
）
晴 

 
 
 

 

活
動
時
間 

 

十
時
十
分
～
十
時
四
十
分 

活
動
場
所 

 

宇
治
市
役
所
北
玄
関 

参
加
者 

 
 

会
員
七
名 

 昨
年
十
二
月
に
設
置
し
た
と
き
は
風
も
強
く
寒
か
っ
た

が
、
今
日
は
穏
や
か
な
小
寒
だ
っ
た
。 

毎
月
第
三
日
曜
日
の
二
週
前
の
金
曜
日
は
会
報
な
ど
の
印

刷
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
印
刷
、
封
筒
入
れ
の
作
業
を
終
え
、

門
松
の
撤
去
を
七
名
で
行
っ
た
。 

宇
治
市
管
財
課
の
中
田
課
長
か
ら
「
今
年
の
門
松
は
宇
治

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
り
ま
し
た
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
令
和
五
年
が
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
飾
り

つ
け
し
た
わ
け
だ
が
、
段
々
市
民
の
皆
さ
ん
に
認
知
さ
れ
て

き
て
い
る
よ
う
に
実
感
し
た
。 

撤
去
は
わ
ず
か
三
十
分
ほ
ど
で
終
了
、
来
年
も
利
用
す
る

資
材
等
は
深
田
会
長
、
新
宮
実
行
委
員
長
が
日
を
改
め
て
本

会
の
倉
庫
に
運
搬
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

一
月
定
例
活
動 

二
十
五
周
年
記
念
事
業
・
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
制
作
と 

記
念
樹
十
選
の
樹
名
板
仮
付
け 

森
林
公
園
の
実
態
調
査
、
他 

活
動
日 

 

一
月
十
五
日
（
日
）
曇 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

活
動
時
間 

 

九
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分 

参
加
者 

 

会
員
十
九
名 

 
 
 
 

 
 

 

一
日
体
験
者
一
名 

森
な
か
ま
一
名 

 

曇
り
空
で
は
あ
っ
た
が
心
配
さ
れ
た
降
雨
も
な
く
、
寒

さ
も
そ
ん
な
に
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
活
動
し
易
い
日
と

な
っ
た
。 

朝
の
定
例
行
事
を
行
っ
た
後
、
大
同
会
員
の
安
全
十
カ

条
唱
和
、
準
備
体
操
を
行
い
、
活
動
を
開
始
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

午
前
は
、
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
記
念
樹
分
科
会
と
記

念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
活
動
と
な
っ

た
。 記

念
樹
分
科
会
で
は
、
森
林
公
園
内
で
既
に
候
補
と
し

た
十
本
の
記
念
樹
が
植
わ
っ
て
い
る
場
所
を
巡
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
樹
木
に
仮
の
記
念
樹
名
板
を
付
け
て
記
念
樹
と

決
定
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
深
田
会
長
が
森
林
公
園
内
を

巡
り
、
槇
尾
山
展
望
台
に
至
る
眺
望
の
道
へ
の
分
岐
点
の

道
案
内
板
に
今
は
な
い
竹
林
へ
の
道
案
内
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
、
森
林
公
園
の
実
態
調
査
を
し
た
。 

 

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
分
科
会
で
は
、
彫
刻
制
作
が
ほ
ぼ

出
来
上
が
っ
た
ト
ー
テ
ン
ポ
ー
ル
に
ペ
ン
キ
に
よ
る
色

付
け
を
行
う
と
共
に
、
ト
ー
テ
ン
ポ
ー
ル
を
建
て
る
た
め

の
穴
掘
り
を
林
副
会
長
と
上
田
会
員
が
行
っ
た
。 

午
後
は
、
ト
ー
テ
ン
ポ
ー
ル
に
ペ
ン
キ
に
よ
る
色
付
け

を
引
き
続
き
全
参
加
者
で
行
い
、
完
成
ま
で
あ
と
僅
か
と

な
っ
た
。
分
科
会
の
活
動
以
外
に
、
小
林
副
会
長
を
中
心

に
来
月
予
定
の
椎
茸
植
菌
体
験
会
に
利
用
す
る
ホ
ダ
木

収
集
の
た
め
、
公
園
内
の
ク
ヌ
ギ
除
伐
を
行
っ
た
。
ま
た
、 

昨
年
仮
植
え
し
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
苗
木
の
植
樹
予
定
場
所

周
辺
の
雑
木
等
の
伐
採
を
行
っ
た
。 

本
日
は
盛
り
沢
山
の
活
動
で
、
参
加
者
も
久
し
振
り

の
二
十
名
を
超
え
充
実
し
た
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

昼
食
時
に
は
、
女
性
会
員
が
料
理
し
て
く
れ
た
「
温
か

く
て
具
材
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
」
、
こ
れ
は
本
当
に
旨
か

っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

活
動
最
後
に
、
宇
治
上
神
社
で
の
安
全
祈
願
で
授
与
さ

れ
た
御
札
を
小
屋
に
掲
げ
て
、
全
員
で
安
全
を
願
い
拝
礼

し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
記 

水
野 

民
雄
） 

令
和
四
年
度
天
ケ
瀬
森
林
公
園
実
態
調
査
結
果
報
告 

実
施
日 

一
月
十
五
日
（
日
） 

天
候
の
都
合
で
延
期
し
て
い
た
実
態
調
査
を
「
記
念
樹

十
選
」
の
決
定
に
伴
う
記
念
樹
名
板
の
仮
付
け
活
動
に
帯

同
し
て
実
施
し
た
。
調
査
コ
ー
ス
は
モ
ミ
ジ
の
道→

眺
望

の
道
（
槇
尾
山
展
望
台
ま
で
）→

落
葉
の
道→

冒
険
の
道

及
び
閉
鎖
中
の
こ
も
れ
び
の
道
の
順
で
実
施
し
た
。 

今
年
度
も
大
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
は
な
く
、
枯
木
、

枝
の
張
り
出
し
に
よ
る
歩
行
困
難
箇
所
も
な
か
っ
た
。 

た
だ
、
落
葉
の
道
と
冒
険
の
道
の
交
差
点
～
野
鳥
観
察

小
屋
間
の
坂
道
に
つ
い
て
は
、
五
月
に
一
部
分
階
段
を
設

置
し
た
が
、
未
施
工
区
間
は
落
葉
の
堆
積
で
滑
り
易
い
状

態
で
あ
る
た
め
、
新
年
度
早
々
に
残
り
部
分
の
階
段
設
置

を
計
画
し
実
行
す
る
こ
と
を
記
し
、
調
査
報
告
を
す
る
。 

（
記 

深
田 

和
夫
） 

 

 
  

  

ホームページ：https://forester.foresteruji.org 

1/15 記念樹十選の樹

名板の仮付け作業 

１/

⒖ 

ト
ー
テ
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色
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楽
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一
月
特
別
活
動 

 
 

令
和
五
年
安
全
祈
願
と
新
年
会 

 
 

 

日
時 

 

一
月
八
日
（
日
）
晴 

 
 
 
 

 
 

 
安
全
祈
願 

十
一
時
三
十
分
～
四
十
五
分 

 
 
 
 

 
 

 

新
年
会 

 

十
二
時
～
十
四
時
三
十
分 

 
 

 

場
所 

 

安
全
祈
願 

宇
治
上
神
社 

 
 
 
 

 
 

 

新
年
会 

 
亀
石
楼 

 
 

 

参
加
者 

各
々
十
六
名 

 
 

 

一
年
中
で
一
番
寒
い
「
寒
中
」
な
の
だ
が
、
今
日
は
暖
か
か

っ
た
。 

会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
神
社
に
集
合
し
、
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し

た
後
、
昇
殿
。
神
官
の
祝
詞
奏
上
が
例
年
よ
り
長
く
感
じ
た
の

は
筆
者
だ
け
か
な
。「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
」
の
語
句
が
四
回
も

出
て
い
た
。
深
田
会
長
の
玉
串
奉
奠
に
合
わ
せ
全
員
で
柏
手
を

打
っ
て
、
今
年
一
年
の
活
動
の
安
全
を
祈
願
し
た
。 

 

新
年
会
は
三
年
ぶ
り
の
開
催
だ
。
亀
石
楼
で
は
二
階
の
宇
治

川
を
見
渡
せ
る
大
広
間
に
、
椅
子
席
が
二
列
向
い
合
っ
て
設
営

さ
れ
て
い
た
。 

 

深
田
会
長
の
挨
拶
、
松
川
参
与
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
会
開
始
。

正
月
の
家
庭
で
の
御
節
料
理
と
違
っ
て
ミ
ニ
で
は
あ
る
が
会
席

料
理
を
味
わ
い
、
ビ
ー
ル
、
日
本
酒
、
焼
酎
と
大
い
に
飲
み
、

隣
席
の
人
と
の
会
話
も
弾
み
、
新
年
会
の
み
参
加
で
久
し
ぶ
り

の
会
員
が
皆
に
冷
や
か
さ
れ
な
が
ら
の
挨
拶
も
あ
り
、
盛
り
上

が
っ
た
。 

 

宴
も
半
ば
過
ぎ
た
こ
ろ
、
筆
者
（
幹
事
）
が
用
意
し
た
余
興

の
漢
字
書
き
取
り
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
用
紙
と
鉛
筆
を
配
り
、

舞
台
前
の
白
板
に
張
り
紙
を
し
て
「
木
ヘ
ン
の
漢
字
（
木
の
名

前
以
外
）」
を
書
き
出
す
と
い
う
も
の
だ
。
全
員
が
一
字
ず
つ
書

い
て
二
巡
し
、
後
は
随
時
書
い
て
全
部
で
五
十
字
余
り
と
な
っ

た
。 

 

宴
は
最
後
に
林
・
小
林
両
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
た
。
皆

さ
ん
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。 

（
記 

実
行
委
員
長 

粟
津 

國
雄
） 

エ
ッ
セ
イ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
の
活
動
に
参
加
し
て 

京
都
府
立
大
学 

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル 

森
な
か
ま 

前
田 

瑳
月 

 

昨
年
の
十
一
月
か
ら
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
さ
ん
の
二
十
五
周

年
記
念
の
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
回
で
二
回

目
の
参
加
。
広
場
に
設
置
す
る
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
。
選
び
抜
い

た
記
念
樹
を
十
本
。
な
ど
な
ど
。
森
林
に
関
わ
る
人
た
ち
ら
し

い
二
十
五
周
年
の
お
祝
い
だ
。 

私
は
二
十
五
年
前
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
の
で
ど
ん
な
日
本

だ
っ
た
の
か
想
像
も
つ
か
な
い
が
、
画
面
の
小
さ
い
携
帯
電
話

に
た
ま
ご
っ
ち
に
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
９
８
大
き
く
世
の
中
は
変
わ

っ
た
と
思
う
。
同
じ
く
森
も
大
き
く
変
わ
っ
た
そ
う
だ
。
記
念

樹
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
る
た
め
の
チ
ー
ム
に
同
行
し
散

策
路
を
登
っ
た
。
こ
の
木
は
い
つ
植
え
た
や
つ
だ
と
か
、
枯
れ

て
し
ま
っ
た
と
か
話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
子

供
が
大
学
生
に
な
る
。
携
帯
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
な
る
。
若

木
が
大
木
に
な
る
。
二
十
五
年
と
い
う
時
間
の
厚
み
を
感
じ
た
。 

前
回
の
活
動
で
は
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
彫
り
の
仕
上
げ
を
行

い
、
今
回
は
塗
装
を
行
っ
た
二
本
あ
る
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
う

ち
一
本
に
森
な
か
ま
の
担
当
個
所
が
あ
り
、
先
輩
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
愛
嬌
の
あ
る
強
面
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
先
代
の
デ
ザ
イ
ン

を
生
か
し
つ
つ
私
は
ど
の
よ
う
に
色
を
の
せ
る
の
か
。
悩
み
な

が
ら
塗
り
進
め
た
が
そ
れ
も
楽
し
い
。
午
前
中
、
真
剣
な
表
情

を
し
て
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
付
け
を
し
て
い
た
み
な
さ
ん
も
、
ト

ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を
見
る
と
に
こ
に
こ
す
る
。 

先
輩
か
ら
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
作
成
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
、

い
つ
か
は
私
た
ち
の
世
代
が
こ
の
森
を
支
え
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
そ
の
日
が
来
る
ま
で
た
く
さ
ん
学
び
、
経
験
し
木
の
よ
う

に
大
き
く
成
長
し
た
い
。
改
め
て
素
敵
な
二
十
五
周
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
赤
と
青
の
ペ
ン
キ
が
舞

う
。 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
五
年
三
月
以
降
の
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

三
月
定
例
活
動 

三
月
十
九
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

・
苗
木
の
植
樹 

 

・
二
十
五
周
年
記
念
事
業
（
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
と
記
念
樹
十
選
） 

三
月
特
別
活
動 

 

三
月
五
日
（
日
）
太
陽
が
丘 

 

・
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
苗
木
の
植
樹
） 

三
月
臨
時
活
動 

三
月
二
十
五
日
（
土
）
ア
ル
プ
ラ
ザ
宇
治
東 

 

・
ア
ル
プ
ラ
マ
ル
シ
ェ
に
協
力
（
木
工
体
験
） 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

入
会
金 

千
円 

 

年
会
費 

二
千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

山
の
中
は
寒
い
、
冬
だ
か
ら
当
た
り
前
、
で
も
家
の
中
で
何
も
す
る

こ
と
な
し
に
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
り
寒
く
感
じ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の

肌
を
刺
す
寒
さ
が
心
地
い
い
。
そ
の
う
え
、
空
気
が
澄
ん
で
樹
々
の
葉

っ
ぱ
も
少
な
く
、
見
晴
ら
し
が
い
い
。
皆
さ
ん
、
家
を
出
て
森
林
公
園

に
行
こ
う
！ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

田
中 

一
夫
、
他
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ

事
務
局 

 
 
 

 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
三 


